
八戸圏域入退院調整ルール 運用レポート

平成30年度から運用を開始した入退院調整ルールについて、令和６年度のモニタリング調査結果等を
お知らせします。

三八地域県民局地域健康福祉部保健総室（三戸地方保健所）作成

＜ケアマネ＞
■「担当する利用者さんの介護保険証に、ケアマネの名刺を挟む」という、基本的な対応をお願いします。
■入院時情報提供は、担当ケアマネがいる方が対象です。
患者さんの切れ目ない医療と介護の一体的提供のためにも引き続き情報提供をお願いします。

＜病院＞
■院内で患者情報や情報提供シートの内容が共有されていない場合があるので、共有をお願いします。
（院内でルールの周知をお願いします。）
■退院時には、退院予定が決まったら、できるだけ早急にケアマネに連絡をしましょう。退院調整の対象
は、担当ケアマネのいる方全員です。（退院調整に要する期間は、概ね7日間です）

■転院時は、なるべく転院元から転院先の病院へ入院時情報提供シートを送りましょう。

患者さんが安心して在宅療養できるように、ルールの再確認をお願いします。

モニタリング調査への御協力ありがとうございました。次回は令和９年度に実施予定ですので、どうぞよろしくお願いします。

（令和６年12月発行）
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(％) 退院調整率
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コロナ禍以降も90％以上を維持しています！ 退院調整は年々増加しています！

今年度のモニタリング調査結果を踏まえ、様式を一部修正しました。
詳細は通知及び三戸地方保健所HPで確認し、該当ページの確実な
加除をお願いします。
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（％）
退院前カンファレンスの開催率

H30年度 R1年度 R2年度 R6年度

コロナ禍を経て、退院前カンファレンスの開催率が低下しました。
R6.10.16に開催した病院とケアマネジャーの代表者を参集した会議にて、
退院前カンファレンスの開催についてこんな意見が出ていました。

・コロナの影響で対面開催やカンファレンス開催
そのものが減っている。
・介護保険の新規申請者、医療処置の多い方、医療者
が気になる方、ケアマネから要望のある方など、
各病院内で対象ケースを概ね選定し開催している。 病院

ケアマネ

・状態が大きく変わった方、医療依存度の高い方、
介護保険の新規申請者は開催してほしい。
・急な開催の場合には参集者の日程調整が難しい。

〇入院時情報提供シートがあることで、ケアマネとの連絡調整がスムーズで連絡もしやすい。（病院）

〇ケアマネによって患者・家族・医療機関との関わり方が異なり、スムーズにいかない時がある。（病院）

〇病院の複数部署・職員から同じ連絡が来ることがあるので、窓口の一本化をお願いしたい。（ケアマネ）

〇院内で患者情報が共有されていないことがあるので、情報共有をお願いしたい。（ケアマネ）

ルール
運用上の
ご意見

三戸地方保健所
ホームページQR

各種様式の
エクセルデータも
ダウンロード
できます！


